
評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

■ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－１　生涯学習施策の体系化　 No. 53

事 業 名 学習体系の定期的な見直し 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

講座（教室）の修了後に、受講生に対しアンケートを実施した。そのアンケートを基に事業の評価
を行い、市民のニーズを反映して平成２８年度の講座を計画した。

事 業 概 要 事業評価の実施、結果を活かした改善

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

より多くの市民の方々に参加していた
だけるように、定期的な学習体系の見
直しに努めてください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 ■ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－１　生涯学習施策の体系化　 No. 54

事 業 名 全市的な推進組織の充実 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

平成27年10月3日、阿波市文化協会の後援を得て生涯学習講演会を実施した。日程の調整や
事業の性質上、関係機関との連携が難しい面もあるものの、可能な限り協力し、プログラムの充
実を図り、約350名の来場があった。

事 業 概 要 関係機関と協力したプログラムの実施

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

関係機関と協力し、生涯学習政策の発
展に努めてください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－１　生涯学習施策の体系化　 No. 55

事 業 名 学習成果を発揮できる環境づくり 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

生涯学習講座については、歴史講座など学習成果を発表することが難しい講座もあるが、押し
花アート講座受講生による作品展を阿波市交流防災拠点施設アエルワで開催した。また、阿波
市文化祭では、子ども茶道教室受講者が飯頭（お運び）に参加するなど、学習成果を発表する
機会づくりに努めた。

事 業 概 要 学習成果を発表する機会の企画

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

検討 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

毎年新しい講座を提供し、市民の方に
好評です。講座で学んだ成果や知識を
発表できる機会を提供するように努め
てください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

■ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－２　生涯学習関連施設の整備充実・機能強化 No. 56

事 業 名 図書館情報システムの統合 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

平成23年度中に、市内4館のシステム統合は完了した。

事 業 概 要 阿波図書館を主体にシステム統合により図書管理運営の充実を図る

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

検討 検討 検討 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ａ 優れた取り組みが多く、十分成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

完了

実施 完了 完了 完了 完了

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

■ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－２　生涯学習関連施設の整備充実・機能強化 No. 57

事 業 名 図書館指定管理者制度による効率的な運営 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

平成19年度から阿波市立図書館に指定管理者制度を導入し、施設運営業務の連携と合理化に
よる市民サービスの向上に取り組んでいる。
　 〈平成27年度における事業実績〉
　 ○入館者数　　174,141人
     ○貸出点数　　284,402点
     ○貸出者数　 　 47,280人

事 業 概 要 指定管理者の更新

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

運営 運営 更新 運営 運営

事 業 の 評 価

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ａ 優れた取り組みが多く、十分成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

市民に満足してもらえるよう図書館施
設の整備充実に努めてください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■　概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■　できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■　できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－２　生涯学習関連施設の整備充実・機能強化 No. 58

事 業 名 公民館機能の強化 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

生涯学習施設の中心となる公民館では、職員を中心に自治会や団体と協力して、各地区に適
応した公民館運営を行っている。また、公民館活動を充実し、館の老朽化や市民の要望に対応
した施設や設備の更新・充実を計画的に進めている。
　吉野中央公民館　2,086千円　　大俣公民館　2,305千円
　吉野柿原公民館　645千円　　八幡公民館　1,721千円　　市場公民館　748千円
　久勝公民館　2,849千円　 伊沢公民館　3,375千円　　林公民館　3,090千円
　土成中央公民館　4,135千円

事 業 概 要 地区活動の充実、施設・設備の更新

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

公民館機能の強化に向けて努力してく
ださい。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■　横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■　 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■　できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

■　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－３　指導者・ボランティアの育成・確保と活用 No. 59

事 業 名 養成講座の開催 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

養成講座の開催には至っていないものの、文化協会等と協力して、指導者やボランティアが増
えていくような環境づくりに努めている。

事 業 概 要 地域で自主的な活動を担う指導者やボランティアを対象とした養成講座

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

検討 検討 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

早期に実施できるよう努めてください。

検討 検討 検討 検討 検討

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■　　横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■　　概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■　 できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■　あまり寄与していない

□　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

■　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－３　指導者・ボランティアの育成・確保と活用 No. 60

事 業 名 生涯学習講師団の結成 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

社会動向や市民の求める学習ニーズを的確に把握し、指導者・ボランティアとして活動していけ
るような生涯学習講師団の結成に向けて検討を進めている。

事 業 概 要 講師団の結成、活動機会の確保

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

検討 検討 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

生涯学習講師団の結成に向けた取り
組みに努めてください。

検討 検討 検討 検討 検討

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■　 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 ■　　あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている □ できている ■　 あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■　 あまり寄与していない

□　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

■　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－３　指導者・ボランティアの育成・確保と活用 No. 61

事 業 名 ボランティア登録制度の実施 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

生涯学習指導者のボランティア登録制度の構築に向けて検討した。社会の動向や市民の求め
る学習ニーズを把握し、生涯学習情報の適切な提供と相談支援体制の充実を図っている。

事 業 概 要 登録制度の構築、ボランティアの募集

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

検討 検討 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

さらにボランティア登録制度の実施に
向けた取り組みに努めてください。

検討 検討 検討 検討 検討

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■　 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 ■　あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている □ できている ■　 あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■　 あまり寄与していない

□　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

■　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－４　学習情報提供・相談体制の充実 No. 62

事 業 名 生涯学習情報の提供 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

市民の生涯学習意欲を高めるため、徳島県生涯学習情報システムの利用及び徳島県シルバー
大学校の情報提供について、効果的な活用方法の検討を進めている。

事 業 概 要 徳島県生涯学習情報システムの利用、徳島県シルバー大学校の情報

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

より多くの市民の方々に喜んでもらえる
生涯学習の場を提供できるように努め
てください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－４　学習情報提供・相談体制の充実 No. 63

事 業 名 広報の活用 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

広報「阿波」と市ケーブルテレビ「ＡＣＮ」により、講座の概要と受講生募集の周知に努めた。
今後も積極的な広報活動を推進していく。

事 業 概 要 広報「阿波」･市のＡＣＮ･ＨＰを利用する積極的な広報活動

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

講座の受講者増加のためにも、引き続
き広報を積極的に行ってください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－４　学習情報提供・相談体制の充実 No. 64

事 業 名 年間計画の作成 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

年間計画を作成し、広報「阿波」と市ケーブルテレビ「ＡＣＮ」により、講座開催の案内と受講生の
募集を行うとともに、阿波市内の新聞折り込みチラシにも年間計画を掲載した。

事 業 概 要 計画について広報「阿波」にて講座内容･参加者募集を実施

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ａ 優れた取り組みが多く、十分成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

より多くの市民の方に講座に参加して
いただけるよう、講座内容の検討、年
間計画の作成、広報活動に努めてくだ
さい。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■　 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■　概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている □ できている ■　あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている □ できている ■　 あまり寄与していない

□　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

■　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－４　学習情報提供・相談体制の充実 No. 65

事 業 名 相談支援体制の確立 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

広報「阿波」とケーブルテレビ「ACN」を通じて、講座開催の案内や受講生の募集を行った。ま
た、市内各支所と図書館にも生涯学習講座一覧を配布し、窓口の周知に努めた。相談窓口が十
分に整備されているとはいえないものの、生涯学習についての相談があれば担当職員が主体と
なって適宜対応している。

事 業 概 要 各公共施設に相談窓口の設置

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

検討 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｃ 成果が十分に上がっておらず、改善の余地が多い

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

市民のニーズを的確に把握するために
も受講生のアンケート実施や、市民の
声を積極的に取り入れられる体制づく
りに努めてください。

実　施 実　施 実　施 実　施 実　施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－５　特色ある生涯学習プログラムの整備・提供 No. 66

事 業 名 地域資源、人材を活用した講座の開催 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

　○生涯学習講演会　 （年1回、参加人数350名）
　○親子で天体観望会（年2回、参加人数121名）
　〈公民館事業〉
　○久勝公民館・・・久勝高齢者（介護予防・幼稚園児とのふれあい交流・手芸講座）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者数　150名　　55千円
　○林公民館・・・林　高齢者（介護予防・幼稚園児とのクリスマス会・川柳等）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者数　358名　　89千円

事 業 概 要 自然、歴史、人材を活かす講座づくり

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ａ 優れた取り組みが多く、十分成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

特色ある生涯学習プログラムの構築に
努めてください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■　 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■　 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■　　できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■　 できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

□　　現状のまま継続する

■　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－５　特色ある生涯学習プログラムの整備・提供 No. 67

事 業 名 関連施策と連携した講座の開催 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

文化協会・体育協会などの社会教育団体間での共同事業の開催、各学習団体、協力連携体制
を構築している。行政主導型の学習活動が、市民や団体の主体性を低下させている一因とも考
えられるので、行政の役割を市民、団体、地区の主体性の発揮を支援する方向に転換していく
ことも必要である。
〈公民館事業〉
　○吉野中央公民館　（茶道・囲碁・トールペイント）参加者数　740名
　○八幡公民館・・・八幡高齢者（八幡認定こども園児との交流会等年3回）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者数　91名

事 業 概 要 健康増進、生きがいづくり、地域福祉、産業振興、人権

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

公民館及び関連施設と連携した講座の
開催に努めてください。

　実　施 　実　施 　実　施 　実　施 　実　施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■　 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■　 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■　できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■　 できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－５　特色ある生涯学習プログラムの整備・提供 No. 68

事 業 名 公民館、図書館機能を活かした講座の開催 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

市民の公民館や図書館における講座への参加傾向として、若年層になるほど各講座への関心の低さがうかがえる。
各世代のニーズを的確に捉えること、幅広い年齢層や対象者を想定した講座を提供することが課題といえる。今後、
各施設の機能を活かし講座の満足度をさらに上げる工夫をしていきたいと考えている。
〈公民館事業〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈図書館事業〉
 土成中央公民館　社交ダンス外　13回　参加者数　２１５名　１００千円　　　　　阿波図書館　親子映画鑑賞、ピアノ自動演奏
 八幡公民館　成人講座　５回　参加者　６８名　５０千円　　　　　　　　　　　　　　　市場図書館　親子映画鑑賞
 市場公民館　ガーデニング(年３回） 参加者数　５３名　３０千円　　　　　　　　 　　各図書館事業として、
 大俣公民館　自然観察会（年６回）  参加者数　２６２名　１２５千円　　　　　　　　・おはなし会毎月１回
 伊沢公民館　女性セミナー(年８回)　参加者数　１９９名　１６０千円　　　　　　　　・ロビー展示（絵画、写真、陶芸等）
 久勝公民館  ふれあい体験事業  　　参加者数　１４０名　　６８千円

事 業 概 要 各拠点機能を活かす独自講座の開催

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

各拠点（公民館・図書館）を活かす独自
講座の開催に努めてください。

　実　施 　実　施 　実　施 　実　施 　実　施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－５　特色ある生涯学習プログラムの整備・提供 No. 69

事 業 名 学習成果の発表機会の充実 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

押し花アート講座では、受講生による作品展を開催した。また、料理教室の様子をケーブルテレ
ビで放送するなど、学習成果を発表する機会の充実に努めた。

事 業 概 要 学習発表会、展覧会、イベントの開催

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

学習した内容や成果を発表できる場の
充実に努めてください。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

■ 増　加 □ 横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

□　現状のまま継続する

■　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－５　特色ある生涯学習プログラムの整備・提供 No. 70

事 業 名 市民参画の推進 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

生涯学習講座20講座を開催し、約2,500人の市民が参加した。しかし、各講座の受講生が固定
化する傾向にあり、新規受講生や若年層の受講を促進するため、夜間や週末の講座を開催す
るなどの取り組みを行った。受講生へのアンケートなどから、市民のニーズを的確に捉え、さらに
魅力あるプログラムを作るため、市民の声を活かせるような仕組みの構築に努める。

事 業 概 要 講座テーマや講座の進行などに幅広く市民参画を図る仕組みを構築

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

子どもから大人まで多くの市民が参加
できるようなプログラム作りに努めてく
ださい。

実施 実施 実施 実施 実施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■　　横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■　　概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■　 できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■　 できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－６　関係団体の育成 No. 71

事 業 名 各団体との連携 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

社会教育団体間での共同事業の開催、各学習団体との協力や連携を進めている。学習講座を
受講した市民が、習得した技能や新たに築いた交友関係を基盤に、自主的なグループ活動を展
開しているケースも見られるようになってきた。今後は、各団体の活動の活性化に向け、指導や
助言、団体同士の交流の支援に努める。
また、公民館活動においても各種学習を通じて文化の向上を目指す。

事 業 概 要 団体活動への支援

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

市民が自主的な活動を活発に行えるよ
うな支援を行ってください。

　実　　施 　実　　施 　実　　施 　実　　施 　実　　施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６



評価シート　平成２７年度間

□ 増　加 ■　横ばい □ 減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■　 概ね寄与する　　 □ あまり寄与していない

経済・効率性（事務効率化・コスト縮減しているか。）

□ 十分できている ■　 できている □ あまり寄与していない

目標達成度（計画どおりに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■　できている □ あまり寄与していない

□　さらに重点化する

■　現状のまま継続する

□　見直しのうえ継続する

□　事業の縮小を検討する

□　休止・廃止を検討する

推 進 施 策 ２－６　関係団体の育成 No. 72

事 業 名 主体的な活動への支援 担　当　課 社会教育課

平成２７年度にお
ける具体的な事
業実施内容
※取り組み、実績、
成果について、数値
や金額等を用いて具
体的に記入すること。

行政主導型の市民活動が団体の主体性を低下させているため、団体の主体性の発揮を支援す
る方向に転換していく。引き続き、指導や助言を行い、団体同士の交流を支援に努める。

事 業 概 要 運営事務を行政に任せている団体などに対し、自主運営に向けた指導助言を行う

阿 波 市 第 １ 次 教 育 振 興 計 画 に お け る ５ 年 間 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

実施 実施 実施 実施 実施

事 業 の 評 価

必要性（市民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ かなり減少

□ できていない

□ できていない

Ｈ２７

□ できていない

総 合 評 価 Ｂ 優れた取り組みがいくつかあり、成果が上がっている

事 業 の 方 向 性
教 育 委 員 会
評 価

市民主体の活動の支援に努めてくださ
い。

実　施 実　施 実　施 実　施 実　施

平 成 ２ ７ 年 度 の 結 果 及 び 今 後 の 実 施 目 標

Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６


